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フ
ラ
、
行
政
の
透
明
性
・
予
見

性
向
上
な
ど
―
―
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
し
た
改
革
を
迫

る
。
そ
の
上
、こ
れ
ら
の
改
革
は

い
っ
た
ん
実
現
し
得
た
と
し
て

も
、
各
国
が
改
革
競
争
で
自
国

市
場
の
魅
力
度
を
競
い
合
っ
て

い
る
中
、
わ
が
国
だ
け
が
立
ち

止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は

製
造
業
の
海
外
生
産
移
転
に
よ

る
「
内
・
外
型
」
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
比
べ
、
雇
用
・
市
場
創

出
効
果
を
通
じ
た
経
済
活
性
化

な
ど
、
果
実
は
大
き
い
と
想
定

さ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
広

範
か
つ
持
続
的
な
改
革
が
経
済

格
差
を
拡
大
し
か
ね
な
い
懸
念

も
あ
る
。
と
は
い
え
、
経
済
格

差
是
正
ば
か
り
に
関
心
が
向
く

現
状
と
比
べ
、
一
歩
も
二
歩
も

前
進
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。

内
向
き
志
向
を
「
内
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
思
考
に
転
換
し
、

新
し
い
地
平
を
開
く
必
要
性
を

ど
う
や
っ
て
国
民
に
納
得
さ
せ

合
意
を
形
成
す
る
の
か
―
―
今

こ
そ
、
政
治
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

国
民
的
合
意
が
い
っ
た
ん
形

成
さ
れ
れ
ば
、
目
標
に
向
か
っ

て
邁
進
す
る
国
民
性
が
大
き
な

果
実
を
生
む
可
能
性
は
高
い
。

こ
れ
は
、
過
去
に
幾
多
の
試
練

を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験
か
ら

明
ら
か
だ
ろ
う
。
国
民
的
合
意

形
成
に
向
け
た
議
論
の
高
ま
り

を
期
待
し
た
い
。

わ
が
国
経
済
の

退
潮
や
国
力
低
下

懸
念
を
示
す
指
標

が
相
次
ぐ
中
、
福

田
康
夫
首
相
は
先

の
国
会
の
施
政
方

針
演
説
で
「
開
か

れ
た
日
本
」
を
経

済
成
長
戦
略
の
柱
の
一
つ
に
掲

げ
た
。

そ
の
内
容
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
と
の
経

済
連
携
協
定
交
渉
の
早
期
妥

結
、
対
日
投
資
の
倍
増
、
金

融
・
資
本
市
場
の
国
際
競
争
力

向
上
、
留
学
生
30
万
人
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
の
優
秀
な

人
材
の
受
け
入
れ
拡
充
な
ど
、

「
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の

推
進
が
目
玉
で
あ
る
。

貿
易
・
投
資
な
ど
を
通
じ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
内
市
場
の

縮
小
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
人

口
減
少
の
同
時
進
行
が
予
想
さ

れ
る
中
、
高
い
成
長
を
遂
げ
る

国
・
地
域
の
活
力
を
わ
が
国
の

成
長
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
込
も

う
と
す
る
発
想
は
、
理
に
適
う

し
的
確
で
あ
る
。

問
題
は
、
実
現
の
た
め
の
国

民
的
合
意
を
ど
う
や
っ
て
形
成

す
る
か
で
あ
る
。「
内
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
は
、
こ
れ
ま
で

外
国
資
本
が
対
日
投
資
の
障
害

と
指
摘
し
て
き
た
広
範
な
分
野

―
―
法
・
税
・
会
計
制
度
、
取

引
・
市
場
慣
行
、
教
育
・
人
材

育
成
、
労
働
市
場
、
交
通
イ
ン

岩
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に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
す
。
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